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ＤＢ」に掲載されている、平成 1 年から平成 29 年の性犯罪事件（強制わいせつ罪もしく
は強姦罪）に関する判例であった。判例の抽出には、次のような条件を設定し、検索を行った。
　民刑区分：刑事事件
　法条：刑法 176 条（強制わいせつ）OR 刑法 177 条（強姦）
　キーワード：被害者
















対象となった判例の 24 件の一覧を表 2 に示す。罪名は強制わいせつ、強制わいせつ未遂、
強姦、強姦未遂の 4 種別であり、強制わいせつが最も多い結果となった（表 3）。被害者の
性別は男性 1 名、女性 25 名であり、平均年齢は 15.9 歳（4 歳～ 26 歳、不明 2 件）であった。
番号 裁判所 判決日 判決 事件番号
1 地裁 平成1年10月3日 有罪 浦和地裁昭和62年（わ）第1335号
2 最高裁 平成1年10月26日 破棄自判 最高裁昭和63年（あ）130号
3 高裁 平成3年3月26日 破棄自判、無罪 名古屋高裁金沢支部平成2年（う）第27号
4 地裁 平成4年2月17日 無罪 東京地裁平成3年（わ）第551号
5 高裁 平成4年3月12日 破棄自判、有罪 大阪高裁平成1年（う）第534号
6 地裁 平成8年1月8日 有罪 東京地裁平成7年（刑わ）第545号、第777号
7 地裁 平成8年10月22日 有罪 神戸地裁姫路支部平成8年（わ）223号
8 地裁 平成9年11月17日 有罪 名古屋地裁岡崎支部平成8（わ）364号
9 地裁 平成11年12月1日 有罪 静岡地裁浜松支部平成11年（わ）第209号
10 高裁 平成12年8月2日 破棄自判、無罪 東京高裁平成12年（う）第911号
11 地裁 平成12年10月19日 無罪 福岡高裁宮崎支部平成26年（う）第9号
12 地裁 平成14年3月27日 無罪 大阪地裁平成12年（わ）第1753号
13 高裁 平成14年12月5日 破棄自判、無罪 東京地裁平成13年合（わ）第18号
14 高裁 平成16年2月19日 破棄自判、有罪 東京高裁平成14年（う）第66号
15 地裁 平成17年6月2日 有罪 東京高裁平成15年（う）第1885号
16 高裁 平成17年12月5日 棄却 札幌地方裁判所平成16年（わ）第1469号
17 地裁 平成18年6月28日 有罪 東京高裁平成17年（う）第2023号
18 最高裁 平成21年4月14日 破棄自判、無罪 和歌山地裁平成18年（わ）第126号
19 高裁 平成21年6月11日 破棄自判、無罪 最高裁平成19年（あ）第1785号
20 高裁 平成24年2月21日 破棄、無罪 東京高裁平成20年（う）第856号
21 高裁 平成25年11月28日 棄却 福岡高裁那覇支部平23年（う）第32号
22 高裁 平成26年5月2日 棄却 東京高裁平成24年（う）第2060号
23 地裁 平成27年10月16日 無罪 東京高裁平成25年（う）第798号
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